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●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分〜、15時まで　場松山下公園

　新たな元号「令和」になったこの日、戸籍届出の対応として、中央駅前出張所
を臨時的に開庁しました。当日は、パネルとウェディングボードで記念撮影コー
ナーを設け、婚姻届を提出されたカップルを祝福しました。なお、本市全体で
は30件の婚姻届と3件の出生届が受け付けされました。

　平成最後の日曜日、新緑がまぶしい運動日和に、松山下公園陸上競技場で印
西アスレチックスが開催されました。
　本大会は、市スポーツ協会が主催となり小学生以上を対象に毎年開催されて
いる記録会。
　当日は市内外から800人を超える選手が参加し、110mハードル走をはじめ
短・中長距離走や走り幅跳び、棒高跳びなど、フィールド内外で熱戦が繰り広
げられました。

昨日までの自分を越える届け出をされた伊藤ご夫妻

自分の記録を更新だ！
印西アスレチックス

　応援席には各チームの
横断幕やのぼり旗があふ
れ、選手たちに「○○先
輩ファイトー」「頑張れ！
行けるぞ！」など力強い
声援が選手を後押しして
いました。
　日差しが強く照り付け
る競技場で、選手たちは
日ごろの練習成果を大い
に発揮していました。

広報　いんざい

　毎年行われている平岡鳥見神社の獅子舞。悪魔払いと豊作を願って獅子舞を奉納
しています。ジジ（親獅子）、セナ（若獅子）、カカ（雌獅子）の三匹が笛の音にあわせ
て9目を演じます。千葉県の指定無形民俗文化財にも指定されており、神社の境内
の木々に囲まれた空間で舞う姿は、訪れた人たちを魅了していました。

新たな時代「令和」がスタート
令和初日が二人の記念日！
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　印西牧の原駅と西の原・原・東の原の大半は、飛行場だったこと
を知っていましたか。1941年に印旛地方航空機乗員養成所が開所
され、この地に飛行場が造られました。1944年からは陸軍が首都

変動の歴史を見てきた「西の原のシイの巨木」東の原公園の砂場

防衛等に使用、終戦後に飛行機は爆破されましたが、その後、養成所施設は1949年から1976
年まで印旛少年院として使用されました。当時、空襲から飛行機を隠す掩
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という格納庫が造
られ、現在は東の原3丁目に掩体壕跡が保存されています。また東の原公園には掩体壕を模した

砂場が造られています。

印旛飛行場跡地を訪ねて
〜西の原のシイの木が見た歴史〜

　陸軍隊員の中には特攻隊として戦死した人もいて、西の原公
園には「平和の碑」が建立されています。西の原小学校西門前の
南街区公園にある大きく枝を広げたシイの巨木は、養成所敷地
内に植えられたものです。このシイの木は、陸軍兵や少年院の
院生たちを眺めてきました。今は公園で遊ぶ子供たちを眺めて
います。西の原のシイの木は、変動の歴史の生き証人です。
　掩体壕から東の原公園や西の原公園、シイの木までは、元飛
行場であったことから平坦な地形で、散歩には最適のコースで
す。皆さんもシイの木が見た歴史を思いながら歩いてみません
か。

広報レポーター
近能 善弘（内野）

西の原公園の「平和の碑」と飛行場の説明文

鳥見神社の獅子舞（平岡）受け継がれていく伝統芸能

掩体壕跡
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まちのできごと

ホットなニュースをご紹介
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